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フライトインターセプトトラップによるヤマトマダニの採集例
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はじめに 

　フライトインターセプトトラップ（FIT）は衝突板トラップとも呼ばれ，飛翔昆虫が障害物にぶつかると

落下する習性を利用したトラップである．

　我々は，FITによるマダニ採集例を初めて確認したので，報告する．

採集記録 

ヤマトマダニ Ixodes ovatus Neumann, 1899 （図 1）
1♀, 山口県周南市八代（標高 358m）, 34.107894, 131.962725, FIT, 19. Jun.～ 2. Jul. 2017, 辻　雄介採集

　  

　ヤマトマダニが採集されたFITは，A4クリファイル 2枚，洋ラン線（45 cm），トレー（25.5 × 34.5 × 8.5 cm），ホッ

チキスを使用して丸山式 FIT（丸山，2003）を参考に作成したものである．トレー内の保存液には 10％酢酸

溶液に洗剤を加えたものを用いた．この FITを，2017年 6月 19日に照葉樹林の林床に設置し（図 2），同年

7月2日に回収した．FIT回収時，このヤマトマダニはFITの保存液の中に水没して既に死んでいた．この日は，

2017年に入って 5回目の回収日であり，この日の回収以外ではマダニ類は採集されていない．

　ヤマトマダニは，我が国では北海道，本州，四国，九州，屋久島に分布し（山口・北岡 , 1980），山口

県でも既に記録がある（Inokuma et al., 2002）．本種の幼若虫は穴居性の強い小型哺乳類に普通に見られ，成

虫は植生上等で待機し地上性の中・大型獣に寄生する（藤田ら , 1981）．また，本種は，鳥類のヤマドリ

Syrmaticus soemmerringiiとシジュウカラ Parus minorからも採集されている（山内 , 2001）． 

　マダニ類は飛翔しないため，今回採集されたヤマトマダニが衝突板部分にぶつかって保存液へ落下した

とは考えにくい．おそらく，このヤマトマダニは，FITの回収容器を登り保存液の中へ落下したか，あるい

図1. ヤマトマダニ Ixodes ovatus ♀成虫（背面） 図 2. 調査地の環境とフライトインターセプト
トラップ（FIT）
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は宿主動物の体上から落下したものと考えられる．
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